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The pu叩OSe Of this studyis to explore secondary emotions caused by suppresslng unpleasant

emotions．A questionnaire concernlng the tendency to suppress unpleasant

SeCOndary emotions and their 血■equenC洪 and the tendency to suppress

administered to387undergraduate students．The resultsindicate that all

tendencies regardless of gendeこIn addition，thereis a slgni畠cant positive

emotions，eXperiences of

SeCOndary emotions was

variables bave common

correlation between tbe

SuppreSSion of unpleasant emotions and secondary emotions．Thus，the suppression of unpleasant

emotionsleads
to

secondary emotions，While
double suppression（suppressionleading to furtber

SuppreSSion）contributes toねr greater distress for emotionalsuppressors・

Ⅹey words‥ SuppreSSion ofunpleasant emotions，SeCOnda叩emOtions，double suppression

問題と目的

日常生活を送る中で，我々は怒りや悲しみ，不安

などといった様々な陰性感情1），2）を体験し，その感

情を表出したり抑制しようとする。陰性感情は，そ

れを抱いた当人に不快で嫌悪な心理的負荷を与える

1）本研究では，過去の文献の中で“情動”と“感情”の

間に一貫した区別がない（今田，1999）ことや，1993

年に発足した日本感情心理学会において，“感情＝

emotion”を学術用語として対応させたことから（桧
山，1993），概念の混乱を避けるために“情動”とい

う語と“感情”という語を同じ意味を持つ言葉として

月ヨいる。

2）先行研究では，“negative emotion”の訳語として

negativeな感情，否定的感情，ネガティブ感情，陰
性感情”といった語句表現に統一が見られないが，こ

れらに概念的な相違はなく，本研究では以後これを，

“陰性感情”として統一表記する。

だけでなく，その表出に至っては周囲にいる者まで

も不快で嫌悪な気分にさせてしまうものである。そ

のため，陰性感情は表出されるよりも抑制される機

会の方が多い印象を受ける。平林・相木（1993）に

よれば，他者との関係が重視される日本では，対人

関係上のトラブルを避けようとして自己の感情表出

を制御する傾向が強いといい，加えて獲（1996）に

よれば，日常生活において表出の制御の対象となる

感情は，怒りや失望，悲しみといった陰性感情が圧

倒的に多いという。このような指摘からは，陰性感

情は幼少期の頃よりその表出を良くないこととして

しつけられると予想されるため，一般的に陽性感情

に比べてより抑制されがちな感情だと考えられる。

つまり陰性感情の抑制とは，常に周囲の他者との関

わりの中で生活を営み，成長を遂げていく社会的な

存在である人間にとって，関係を円滑に進めていく

上での重要な役割を果たしているものであると考え

られる。



90 筑波大学心理学研究 第33号

しかし，こうした感情の抑制（以下，感情抑制

emotionalsuppression）によって，さまぎまな身体
的・精神的な悪影響を及ぼすことが先行研究で報告

されている。例えば，Pennebaker（1985）は思考や

感情，行動を抑制するのに要する意識的な努力は，

生理的活動を要求し，それが長期的には身体にとっ

てのストレッサーとなって，さまざまな心身医学的

問題をもたらすとしている。加えて，感情の抑制が

交感神経系を活性化することが示されており

（Gross，1998；Gross＆Levenson，1993，1997），慢

性的な交感神経系の活性化は身体的および心理的に

も悪影響をもたらすという（Gross，199B）。心理的

側面に焦点を当てて検討を行った研究からは，陰性

感情表出の制御を多く行う者は低い自尊心，低い友

人関係の満足感，高い抑うつ傾向を持つことが示唆

されている（e．g．雀・新井，1998；Gross＆John，

2003）。このように，感情抑制がいかにして心身へ

影響を及ぼすかの研究が行われているが，その背景

には，さらに検討すべき心理的プロセスが存在する

と考えられる。

工藤・マツモト（1996）は，感情抑制を重んじる

日本人特有の感情形態があることを指摘し，“派生

的感情（secondary emotion）”を提案している。彼
らによれば，派生的感情とは“基本的感情（感情を

引き起こす出来事に対して人が自然に感じる感情）

に関連して人が感じとる感情”である。例えば，

“怒りを誰にも出さずにいるが，誰にも出せない自

分を見て落ち込んでくる”や，“気持ちを抑えてい

る自分が情けなくなり，次第に自己嫌悪を覚える”

などが挙げられる。何らかの感情を喚起するような

出来事によって，ある個人にある感情が喚起される

が（基本的感情），この感情をそのまま表出するわ

けにはいかないとすれば，その者は抱いた感情を抑

え込まねばならなくなる。この際，自分がある感情

を抱きながらそのままその感情を表出できないとな

れば，これとは別の異なる感情が生まれてくる可能

性がある。これを指して，工藤・マツモト（1996）

は“派生的感情”としている。その結果として，感

情を抑えた者は表出できない自分に対して情けない

と落ち込むかもしれないし，表出できない自分に対

して怒りを覚えるかもしれない。工藤・下村

（1998）は，怒りを発散できない欲求不満のために，

怒りは一層大きくなり，怒りの対象は拡大される可

能性を示唆している。

つまり，はじめにある個人が不快で嫌な感情（以

後，不快感情封）を抱き，その感情を抑制した徽

抑制している自らの状態に対して評価を行うことに

なる。この評価によって，何らかの派生的を感情が

生ずると考えられる。感情抑制者の中でも，特に心

身に悪影響をきたす者の中には派生的感情までも抑

制する者がいると予想され（二重抑制double

suppression），こうした抑制の悪循環が感情抑制そ

のものを心理的苦痛に至らしめていると考えられ

る。感情抑制が心身に悪影響を及ぼすプロセスを考

慮する際には，従来行われてきたような基本的感情

の抑制の検討に加え，その抑制によって新たに生じ

た派生的感情の抑制の存在も心身への悪影響の一因

として捉える必要があると思われる。派生的感情を

含めて感情抑制を検討することにより，感情抑制の

心身に与える影響のメカニズムをより明らかなもの

とすることができると考えられる。

工藤・下村（1998）によれば，感情を捉える際，

ある文脈においてどのような感情表出をすべきかを

表す表示規則（displayrule；Ekman＆於iesen，

1975）という概念は基本的感情の表出に見られる文

化の違いを説明するために考え出された概念であ

り，派生的感情については想定されていなかったと

いう。また，日本人特有の感情形態とされる派生的

感情だが，これに関する研究は工藤・下村（1998）

のみであり，派生的感情に言及した著書も工藤・マ

ツモト（1996）だけに限られており，さらなる検討

が望まれる概念であると考えられる。しかし，工

藤・下村（1998）の研究は，32の現実的場面からな

る質問紙による場面想定法を用いたものであり，ま

た調査対象者も社会人に限られている。場面想定法

の限界として，設定した場面に回答が依存してしま

うことが挙げられ，個々人の豊かな反応を引き出し

難いことが考えられる。したがって，本研究では場

面想定法を用いず，自由記述により派生的感情の探

索を行うこととする。また調査対象者に関して，柴

崎（2004）によれば，青年期とは親から心理的に自

立し，自己の形勢へと向かう時期にあたり，友人関

係が情緒的な拠り所として重要な位置を占めるよう

になるという。このように，生活の申で対人関係が

重視されればされるほど，当然として感情が喚起さ

れる状況はそれだけ多くなり，必然的に感情体験は

頻繁に見られるようになる。青年期である大学生に

とって，この時期は対人関係，主に友人関係が盛ん

になると考えられ，感情体験が活発となる時期を考

慮しても，大学生を対象として検討することほ重要

であると考えられる。

3）怒りや抑うつ，不安などを含む陰性感情は，その性質

から人に対して不快で嫌な思いを抱かせやすく，本研

究では“陰性感情”と“不快感情”を同義のものとし

て扱うこととする。
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以上本研究では派生的感情を“不快感情の抑制

に伴い，抑制した自己への評価の結果，派生的に生

じる感情”と操作的に定義し，感情抑制の背景に派

生的感情の存在を考慮に入れ，一般大学生を対象に

どれほど派生的感情の体験，そしてその頻度がある

のか，また抱かれる派生的感情がどのようなものを

のかを探索的に検討することを目的とする。また，

普段からの不快感情の抑制傾向は派生的感情までも

抑制するといった，二重抑制の傾向が見られるかど

うかの検討も加えて行う。

最後に，感情抑制の定義を明確にする必要があろ

う。感情抑制に関する数多くの研究が存在するが，

その定義は必ずしも一貫しておらず，類似の概念と

混同されて扱われることが少なくない。そこで本研

究では，感情抑制の定義を明確にするために

Kennedy－Moore＆鞄tson（1999）の感情表出モデ

ルを参考にし，“意識的に抑えること”，そして“感

情を認識していること”といった2つの側面を盛り

込み，定義を“感情を認識しながらもその表出を意

識的に抑えること”とした。

方 法

調査対象者および調査時期

大学生387名（男性163名・女性224名，平均年齢

20．03±1．45歳）に対して，2005年8～10月にわた

り実施された。

手続きおよび倫理的配慮

講義時間中に質問紙を配布して記入を依頼し，回

答終了後その場で回収した。最初に調査対象者は，

フェイスシートに必要事項（所属・性別・年齢）を

記入した上で質問項目への回答を始めるように教示

された。なお，調査の趣旨を説明し，調査への参加

は自由意志であること，無記名回答することで個人

の匿名性は保護されること，得られた回答は厳重に

保護されることを紙面（フェイスシート）および口

頭で説明した。また，調査の同意を得るため，紙面

に調査に協力する場合には丸印を記入する欄を設

け，調査対象者の同意を得るようにした。

質問紙の構成

1．不快感情の抑制傾向に関する項目

不快感情の抑制傾向について尋ねるため，独自に

自由記述による質問紙を作成した。教示文として，

“自分の気持ちは二の次で，相手の気持ちを優先し

てしまったり，辛い状態なのに自分の気持ちをかみ

殺して一人で我慢してしまったりすることがあるか

と思います。土ユ旦嘩址些

史嘩
j適地皇を，ここでは『感情を抑
えること』とします”と感情抑制について定義づけ

を行った。その後，“不快な（嫌な）気持ち（イラ

イラ，落ち込み，不安など）であるとき，あなたは

その気持ちをどれくらい抑えますか？”という1項

目を“常に抑える（6点）”から“まったく抑えな

い（1点）”の6件法で尋ねた。
2一 派生的感情に関する自由記述

派生的感情について尋ねるため，独自に自由記述

による質問紙を作成した。教示文として，“日常生

活において，気持ちや感情を表に出さずにいたため

に，追越遊旦
が生じた体験があるが について，いくつか例を挙

げて尋ねた。構成としては，以下の（a）から（d）

の項目について順に回答させた。（a）派生的感情の

体験の有無：“そういった体験がこれまでにある”，

“そういった体験はこれまでに一度もない”の2件

法で尋ねた。（b）派生的感情の体験頻度：“常に体

験する（6点）”から“体験したことがない（1

点）”の6件法で尋ねた。（c）派生的感情の内容：

“その新しく生じた気持ち・感情がどのようなもの

であったか”を自由記述で尋ねた。（d）派生的感情

の抑制傾向：“そうして新しく感じた気持ち・感情

をどれくらい表に出さずに抑えるが について，

“常に抑える（6点）”から“まったく抑えない（1

点）”の6件法で尋ねた。

結果と考察

1．不快感情の抑制傾向，および男女差

本研究では，派生的感情の生起にはまず感情抑制

が存在すると考えるため，調査対象者が普段どれく

らい不快感情を抑制しているかを検討した（′払ble

l）。その結果，陰性感情の抑制傾向に関する1項

目において，ほとんどの調査対象者が普段から不快

感情を抑制すると回答していた。これは，平林・相

木（1993）の指摘にあるように，日本では対人関係

上のトラブルを避けようと自己の感情表出を制御す

る傾向が強いということに一致するものである。し

かし，感情抑制傾向はいわゆる人格特性であり，日

常的に抑制する人もいれば，普段からしない人もい

るといったような個人差が存在すると考えられる。

また，樫村・岩満（2005）でも感情抑制傾向は正規

分布されることが示されている。今回得られた結果

は，ほとんどの人が不快感情を抑制するということ

を示すものではあるが，あくまで1項目でのみ測定
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℃1blel不快感情および派生的感情の抑制傾向の男女別の平均値・標準偏差

全体（Ⅳ＝387） 男性（Ⅳ＝163） 女性（Ⅳ＝224）

娩α乃 Sか 肋α乃 £D 肋α光 5か

不快感情抑制 4．44
．89

4．48
．94

4．41
．86

派生的感情抑制 4．15 1．06 4．28 1．02 4．07 1．07

した傾向であり，項目数による影響の可能性が高い

と考えられる。また，男女差を才検定によって検討

したところ，有意な差は見られなかった（才＝．76，

紘ぶ．）。不快感偶の抑制傾向に男女差が見られなかっ

たことから，大学生においては男女に関わらず共通

して認められる傾向であるといえよう。

2．派生的感情の体験の有無と頻度，および体

験内容

派生的感情の体験の有敵 およびその体験頻度

を検討した結果（1もble2），体験率は72．1％

（27針387）であり，体験頻度も比較的高い結果が得

られ，大学生においても全般的に派生的感情が認め

られた。また，体験される派生的感情の内容につい

て自由記述によって尋ねた結果（1もble3），252個

の回答が得られ，村法（川喜多，1967）によって

分類した。なお，分類は心理学を専攻とする大学院

生3名で行った。その結果，“悲しみ・落ち込み”

で20．2％と最も多く，例としては，“イライラして

いる自分が嫌になって次第に落ち込んだ’，“言いた

いことも言えないことにさらに落ち込む”，“腹が

立った感情を抑えていたら，なんで自分はこうなん

だと悲しくなっだ’などが挙げられた。そのほか，

“怒り”で18．7％（“出せない自分が惨めでイライラ

しだ’，“腹が立った気持ちを抑えていても，出さな

いためにさらに怒りの気持ちが湧き上がる”，“不満

があっても直接言えず，それが言えない自分に腹が

立つ”），“諦め・呆れ・無力感”で17．1％（“かなり

落ち込んでいた時，誰の助けも得ずにいると，次第

にどうでもいいやという気持ちになる”，“イライラ

している自分に次第に呆れだ’，“人に気持ちを話し

たいのにできないでいると，次第に無力感に襲われ

る”），“自己嫌悪・後悔・罪悪感”で16．3％（“不安

で落ち込んでいたが，そんな自分が情けなくなっ

だ’，“イライラしている自分が嫌になっだ’，“イラ

イラしていたが，そのうちなんであんをことをした

んだろうと後悔の気持ちになっだ’），そして“不

安・恐怖・焦り”で8．3％（“何とか自分で解決しよ

うという気持ちが次第に不安という気持ちに押しつ

ぶされそうになる”，“あることで落ち込んで，自分

はこのままなのかと焦ったり不安になる”）の順で

多く見られた。得られた回答からは，不快感情を抑

えた自分自身に対する評価によって，はじめとは異

なる新たな不快感情を体験していることに加え，不

快感情を抑制することでさらに抑えた感情が高まっ

て体験されることが明らかとなった。以上の結果

は，工藤・下村（1998）の結果も踏まえれば，派生

的感情の体験が青年から成人にかけておおまか共通

して日常的に認められる感情体験であるといえる。

3．派生的感情の抑制傾向の男女差，および不

快感憎抑制傾向との関連

感情を抑制した結果，生じた派生的感情を調査対

象者がどの程度抑制するかを検討した（′払blel）。

その結果，派生的感情の抑制傾向に関する1項目に

おいても，ほとんどの調査対象者が派生的感情を抱

いた際に抑制すると回答していたといえる。この傾

向の男女差を～検定によって検討したところ，ここ

でも有意な差は見られなかった（タ＝1．63，乃．S．）。不

快感情の抑制傾向に加え，派生的感情の抑制傾向で

も男女差が見られなかったことから，男女に関わら

ず共通して認められる傾向であるといえよう。ま

た，不快感情の抑制傾向と派生的感情の抑制傾向の

関連を検討するため，相関係数を算出した。その結

果，両者に有意な弱い正の相関が見られ（γ＝．37，

少く01），普段からの不快感情の抑制傾向が高けれ

ば新たに生じた派生的感情の抑制傾向も高いといっ

た，ある程度一貫した傾向が見出された。このこと

から，基本的感情のみならず派生的感情までも抑制

する二重抑制の存在が明らかとなり，抑制が抑制を

招くといった二重抑制による抑制の悪循環が感情抑

制者に見られることを示す結果が得られたといえ

る。しかし，派生的感情の抑制についても不快感情

の抑制傾向と同じく1項目で尋ねており，得点の分

布に関しては項目数の影響を考慮すべきあり，結果

の解釈には注意が必要であると考えられる。

まとめと今後の課題

本研究では，感情抑制が心身に悪影響を及ぼすと

いうその背景に潜む“派生的感情”に関する予備的

な検討を行った。その結果，不快感情の抑制傾向は



樫村正美・小川俊樹：不快感情の抑制に伴って生ずる派生的感情について

瀧ble2 派生的感情の体験有無および体験頻度の平均値・標準偏差
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肋α乃 £か 回答数 ％

派生的感情の体験有無

派生的感情の体験頻度 3．83
．94

279 72．1％

注1）派生的感情の体験有無Ⅳ＝387

注2）派生的感情の体験頻度Ⅳ＝279

1もble3 派生的感情の内容の割合

回答数 ％

悲しい・落ち込み

自己・他者への怒り

諦め・宋れ・無力感

自己嫌悪・後悔・罪悪感

不安・恐怖・焦り

その他

51 20．2％

47 18．7％

43 17，1％

41 16，3％

21 8．3％

49 19．4％

注）派生的感情の内容の回答数Ⅳ＝252

男女間わず共通して見られる傾向であり，大学生に

おいても派生的感情体験が一般的に認められること

であることが明らかとなった。加えて，派生的感情

の抑制傾向も男女間わず共通して見られる傾向であ

り，普段より不快感情を抑制する傾向は新たに生じ

た派生的感情までも抑制する傾向と正の関連を示す

といったある程度一貫した傾向を示すことが明らか

となった。不快感情の抑制に伴い，また新たな不快

感情が生起するということは個人をさらに苦痛に陥

らせる原因となると考えられ，不快感情の抑制者に

おいてはこの派生的感情の存在に注意が必要である

と思われる。日本において特に感情抑制傾向が高い

と言われる中で，日本人に特有の感情形態と言われ

る派生的感情を含めた感情抑制の研究には意義があ

ると思われ，今後もさらなる検討を要すると考えら

れる。

実際に大学生においても派生的感情が認められた

結果を受け，今後の課題としては，実際に感情抑制

の心身への悪影響にこの二重抑制が絡んでいるかの

実証的な検討をする必要がある。こうしたプロセス

を検討することにより，感情抑制の悪影響について

のさらなる詳細な知見が得られると考えられる。
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